
【取組内容】 学習者主体の授業デザインを構築するための「授業構想シート」の作成と実践、共有

武雄市立武雄中学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

このシートで、学習者の行動や対
象を具体的にし、端末・クラウド
の活用場面や方法を明確化させ、
授業者が学習者の行動を引き出す
ためにどのように支援するかを具
体的にイメージすることをねらっ
た。ただし、自己決定、自己調整、
能動的協働の３つの場面は相乗し
合うものと考え、時間軸を表すも
のではない。

指導者が目指す授業の方向性が明
確になり、共通した視点で授業を作る
ことができるようになった。

【目的】
・授業者が「自己決定」「能動的な協働」「自己調整」の各場面で必要な支援を具体的にイメージし、準備
できるようになること

・授業の前後で自己点検を行い、新しい授業観に基づく授業になっているかを確認すること
・作成したシートを校内で共有し、異教科間でも共通の視点をもって授業研究を深められるようにすること

表 授業構想シート例（英語科）



【取組内容】 学びのロードマップで単元を見通す(英語科の例)

武雄市立武雄中学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

1.授業の概要とねらい

比較表現の習得と調査・発表力の育成を目標とした。生徒主体の学びを促すため、進捗確認
シートと学びのロードマップを活用した。

2. 進捗確認シートの活用とその効果

進捗確認シートは、生徒の自己決定、他者との連携、自己調整を支援する目的で導入した。
生徒は、目標設定、学習方法の選択、他者の進捗状況の参照などを通して、主体的に学習を
進めた。特に、目標設定におけるルーブリックの活用や、他者との情報共有は、学習意欲の向上
と協働的な学びを促進した。

3. 学びのロードマップの活用とその効果

学びのロードマップは、単元全体の学習の流れを可視化し、生徒に見通しをもたせるために提示
した。これにより、最終目標に向けた学習計画を把握し、個々の活動の意義を認識することがで
きた。パフォーマンス・テストの位置付けを明確にしたことで、ゴール達成へのモチベーションを高め
る効果もあった。

4. 授業における具体的な取り組み

授業は、ロードマップに沿って進める。Scene1でのALTへの質問や、Scene2でのクラスメイトへ
のインタビューは、生徒の主体的な情報収集とコミュニケーション能力向上に貢献した。Read 
and Thinkでは、プレゼンテーション原稿作成と相互評価を通して、思考力・表現力を高めた。

5. 考察と今後の課題

進捗確認シートと学びのロードマップの活用は、生徒の主体的な学習を促進し、学習意欲向上
に貢献した。生徒は自身の進捗を把握し、協力しながら課題解決に取り組んだ。
今後の課題として、進捗確認シートの記述内容の具体化による自己調整の促進、生徒に合わ
せたロードマップの個別化、デジタルツールの更なる活用などが挙げられる。

6. 結論

進捗確認シートと学びのロードマップは、生徒主体の学びを効果的に促進するツールとして有効
であった。今後もこれらのツールを活用し、生徒の主体的な学習を支援していく。

この英語科の例のように、各教科で単元の内容や学
びの流れを見えるようにするために、学習計画や評
価方法等を「学びのロードマップ」としてまとめた。この
中に、学習に必要なサイトへのアクセスを簡単にする
などの工夫を行った。生徒は自ら必要な情報を積極
的に取得するようになった。

進捗確認シート

学びのロードマップ



【取組内容】 予習動画をクラウドで共有し家庭でも視聴可能に

武雄市立武雄中学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒は、学習内
容の予習をもと
に、めあてを自分
で決めて入力し
てくる。
授業後には、振
り返りシートに
「学習内容」「学
習方法」の2面
から記入する。

単元の流れは、
スライドで生徒に
事前に配布して
いる。生徒はこれ
を見て自分で見
通しを立てて学
習ができる。

• 家庭学習の時間が少ないという本校の課題を解決するために、予習をして授業に取り組むス
タイルを取り入れた。

• 教科書だけではなく、予習動画も作成して、「言語優位」、「視覚優位」など、生徒が自分の
特性に応じて予習できるように、方法を複数提供した。

• 予習による理解度は、フォームで事前に確認し、必要に応じて、支援を行った。
• 予習をもとに、生徒が自分で本時のめあてを設定し、主体的な学びにつなげた。

Webデザインツールによる予習動画作成

クラウドで共有している解説動画

予習による理解度の把握結果

本時の学習の流れ

単元全体の学習の流れ 振り返りシート



【取組内容】 チャットツールによる校務のDX

武雄市立武雄中学校

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

課題：学校における電話連絡の課題

頻繁な電話連絡:体調確認、早退連絡、面談日程調整など、様々な目的で保護者へ頻繁に電話連絡を行っている。

電話連絡のタイミング:授業の合間に電話をかけることが多く、電話後も職員室に留まらないため、情報共有が難しい状況
がある。

電話連絡者の不在:事務職員や養護教諭も連絡のために電話をかけることがある。

折り返し時の混乱:保護者が電話に出られなかった場合、着信履歴を見て折り返しの電話があるが、誰が何の目的で電話
をかけたのかが不明確で、保護者に不信感を与える可能性がある。

情報共有の欠如:誰が、誰に、何の目的で電話をかけたのか、折り返しがあった場合の対応について、職員間で共有する仕
組みがない。

解決策：校務DXによる電話連絡の効率化と情報共有

チャットの活用: 職員間の情報共有に利用していたチャットツールに、「架電連絡」という専用のチャットスペースを新設した。

架電情報の共有:電話をかけた際、相手が不在だった場合、以下の情報をチャットスペースに記録・共有。

誰が：電話をかけた教職員の名前

誰に：電話をかけた保護者の名前

目的：電話をかけた目的（例：欠席連絡、早退連絡、面談日程調整など）

折り返し時の対応：折り返しがあった場合の対応方法（例：担当教員に連絡、事務室に連絡など）

効果：校務DXによる課題解決と業務効率化

まとめ

折り返し電話への迅速な対応: 架電情報が共有されることで、折り返しの電話に誰が対応すべきか、どのように対応すべき
かが明確になり、迅速な対応が可能になった 。

保護者への安心感の提供: 誰が、何の目的で電話をかけたのかが明確になったことで、保護者の不信感を解消し、安心感
を提供できるようになった。

生徒の安全確保: 特に早退で迎えが必要な場合、保護者への連絡がスムーズになり、生徒を迅速に保護者に引き渡せる
ようになった 。

教職員間の連携強化: 架電情報を共有することで、教職員間の連携が強化され、組織としての対応力が向上した。 不在
であったとき、折り返しがあるまで待たなければならないと考える必要が「自分だけでしなければならない」から「同僚にお願いで
きる」という気持ちの余裕ができた。

校務DXの一環としてチャットツールを活用し、電話連絡に関する情報共有を徹底することで、学校における電話連絡の課題
を解決し、業務効率化、保護者との信頼関係構築、生徒の安全確保に繋げることができた。

チャットによる教職員間での架電状況
の共有


